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津島市とは？

将来都市像

まちづくりの目標

１．子育てしやすいまち
２．活力あるまち

３．安心して暮らせるまち

・愛知県津島市
・人口は59,214人(令和7年8月1日時点）
・濃尾平野の西部、名古屋市の西方約16㎞に位置する
・市内には、600年近い歴史を持つ「尾張津島天王祭」や重要
文化財「堀田家住宅」など、貴重な歴史・文化遺産や
古い町並みが残されている
・自然が豊かで、桜や藤、紅葉、雪景色など四季折々の美しさ
を楽しめる「天王川公園」が魅力の一つ

歴史、文化遺産や美しい自然など大切な地域資源を十分に活かしながら、
「人、モノ、情報」が活発に交流する個性豊かなまちを目指す。

津島市：https://www.city.tsushima.lg.jp/shokai/index.html



津島市の現状（SWOT分析）
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強み(strenghts） 弱み（weaknesses)

機会（opportunities） 脅威（threasts)

・歴史・文化資源が豊富
・観光資源が魅力的
・交通アクセスの良さ
・自然と調和した環境

・進学・就職先が少ない
・商業地の衰退
・空家率が高い
・産業基盤が弱い

・インバウンドの増加
・環境、持続可能性への
社会関心の高まり

・地方都市間での競争激化
・高齢化の進行

津島市：https://www.city.tsushima.lg.jp/shokai/index.html



RESASによる分析：人口
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津島市の人口推移（比較対象：大垣市）
・大垣市は津島市と比べて全体的に緩やかな減少
・それぞれ生産年齢人口は減少しているが津島市は特に急激に減少している

・津島市は5年間で約1,700人減少、
2.8％の減少率
→2050年には約42,300人→減少傾向
が続く。60000人弱いた人口が
約42000人になる予想。
・津島市の昼夜間人口比率は約９４％
１００％を下回る
→昼間に市外へ通勤、通学している人
が多い ベッドタウン化している

https://resas.go.jp/

津
島
市

大
垣
市

大垣市

津島市と抱えている
課題が似ている！

(商店街中心市街地の
空洞化、

若年層流出など)

https://resas.go.jp/


RESASによる分析：滞留人口
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50代以上のメッシュマップ 3０代以下のメッシュマップ

津島市の大垣市の中心市街地の滞留人口（14時）

・どちらの市も50代以上と30代以下で大きな差がある。

・二つの市で比較すると、津島市は、若者世代の割合が大垣市に比べてかなり

少ない状況である。

津島市

大垣市

年代構成グラフ

年代別で見る
と津島市と
大垣市で
20代以下の

割合に大きな
差がある。



RESASによる分析：産業構成
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津島市の産業の特徴
・卸売業、小売業が津島市の産業全体の

8割以上を占める
・近隣の市、全国と比較しても高い割合であり、
産業構成に偏りがある
・卸売業、小売業は津島市の強みともいえる。

卸売業、小売業が高いにもかかわらず空家率が高い
→施策が必要

従業員数、付加価値額共に卸売業、小売業が
一番多くなっている。

卸売業、小売業；近隣の市、県、全国と比較

津島市の空き家率：津島市空家等対策計画



地元の良さを
知らない

仮説の構造化
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市内に大学
がない

若者向け
雇用がない

地域との関係
が薄い

情報がうまく
届かない

空き家・空き
店舗が多い

就学・就職の
場が少ないの
では？

津島市の課題

若者の流出

SNSの活用

不足なので
は？

進学先を増やすことは
難しい・・・

しかし、
SNSを使った魅力の発信
は自分たちにも可能！



津島市の現状まとめ
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～この状況の背景～
‣ 空き家・空き店舗が多いことから中心市街地の活気が少ない

‣ 強みである卸売業・小売業を活かせていない

‣ SNSなどの情報発信が弱い → 魅力が伝わらない

→この背景の解決のため、商店街の空き家・空き店舗を活用した施策により
活性化を図るとともに、SNSを活用して市の魅力を発信

・津島市の人口の推移は近隣の市と比較して大きな違いはない 
・市内の滞留人口分析から50代以上と比べて30代以下の若者がかなり少ない

・津島市の産業構成は卸売業、小売業がほとんどを占めている 



空家率(津島市)と若年人口の関係
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・x＝年、y＝空家率（％）としたときのグラフ

・x＝年、y＝若年人口（15～39歳）としたときのグラフ

・2005年から2025年にかけて減少

・2005年から2020年にかけて増加
・2025年にかけては少し減少

説明変数 ：若年人口(津島市)（e-Stat）
被説明変数：空き家率(津島市)（e-Stat）

・津島市における空き家率と若年人口の関係について調べる



空き家率(津島市)と若年人口の関係
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空家率と若者割合の関係
［１］の結果を見ると、マイナスの数値が出たため、
「空家率が上がると、若者が減る傾向がある」という相関がある。

グラフで関係を可視化



空き家率(愛知県)と若年人口の関係
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・愛知県の全市における空き家率と若年人口の関係について調べる

［１］結果から、マイナスの値が出たため、「空き家率が上がると者が減少する傾向にある」
          ということが愛知県全体でもわかる。

グラフで関係を可視化

係数が負の値かつ、P値が0.05未満である
→統計的に有意な負の関係がある



他の要因
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・全国における空き家率と他の要因の関係について調べる

説明変数 ：若年人口（e-Stat），県民所得（e-Stat），失業者（e-Stat）
被説明変数：空き家率（e-Stat）

記述統計量 データ数 平均値 標準偏差 最小値 最大値

空き家率 235 13.49 2.56 7.05 22.01

若年人口 235 27.64 3.80 19.23 38.53

県民所得 235 2802.05 455.18 2022 5530

失業者数 235 68136.98 6996.7 9286 372500

・全国単位 ・固定効果モデル



R分析まとめ
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説明変数 係数 ｔ値 P値 優位性

若年人口 -3.860e-01 -8.683 7.1e-16 ＊＊＊

失業者数 -7.670e-07 -0.290 0.772

県民所得 5.918e-04 1.616 0.108

説明変数 係数 ｔ値 P値 優位性

若年人口 0.80296879 6.641627 3.5087e-10 ＊＊＊

失業者数 0.00000778 1.839841 6.7429e-02 _

県民所得 0.00020439 0.344300 7.3102e-01

・全国単位

・固定効果モデル

結果
全国単位でみた通常の回帰では、若者の割合が減ると、空家率が上がる傾向がある。
しかし、固定効果モデルでの回帰では、若者が増加すると空家率は高まる傾向が示された。
推測される背景
全国単位：全国的な傾向（5年以上の長期）
固定効果モデル：同一地域の5年間の変動
→短期的には、若者率は、地域の空き家率を引き上げるかもしれないが、
全国的な長期の趨勢でみると、空き家率を引き下げると考えられる。

・どちらも、若年人口と
    空家率の関係には統計的
    にみて有意である
・通常回帰では係数は
    負の値
・固定効果モデルでは
    係数は正の値



施策①：空き店舗の活用
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空家や空き店舗を無くし活気を取り戻す～中心市街の活性化～目的

課題 天王通りのシャッター街化による駅前の衰退により中心市街地の活気が少ない

提案概要

空き店舗を若者向けにリノベーション。
学生が運用し、地元 若者の連携でカフェ、ワークショップ、ゲストハウスなど体験・交流の場にする。

チャレンジショップでの起業体験

• 空き店舗を使い、高校生・大学生のビジネス体験 
• 商品開発、販売、PRまでを自分たちで行う 

• 成功体験と同時に、地域活性化にもつながる

「学生による古着ショップ」
「地元野菜を使ったスムージースタンド」

空き店舗を「みんなの居場所」に

• フリースペースや自習室、子ども食堂など 
• 学生ボランティアが定期的に運営する 

• 高齢者や子どもと世代を越えた交流が生まれる 

「地域こどもカフェ」
「学生運営のまちの図書室」

例



比較対象地域：岐阜県大垣市
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課題

目的

①魅力的な環境を創出する
ことによる回遊性の向上

②子育て世代や若年世帯等
の定住促進

③老朽化した建物の更新
および個店の魅力向上

①観光・交流拠点の整備や商業機
能の再生による にぎわいの創出

②都市基盤の推進によ
るまちなか居住の推進

③中心市街地の商業再生に
よる空き店舗の解消

①と③の課題の目標
値を達成している

大垣市：
https://www.city.ogaki.lg.jp/000
0053001.html



大垣市と津島市
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着目した理由

・津島市の課題と目的で一致しているものがある
‣商業機能の再生によるにぎわいの創出
‣中心市街地の商業再生による「空き店舗の減少」

・実際に目標を達成している
‣大垣市が定めた目標指標に対する目標値を達成

大垣市：https://www.city.ogaki.lg.jp/0000053001.html

・似ている点を強みとして挙
げている

‣歴史的・文化的資源
例：大垣城

‣まつり・イベント
例：水の都おおがき舟下り 

⇒津島市でも実現できる可能
性が高い



空き店舗の活用
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津島市でも過去に天王通り周辺の
まちづくりへの取り組みあり

空き家、空き地にはお金の問題が伴う
↓

商店街の空き家（空き店舗）を利用して事業を
始める人へのサポートをすることが効果的

大垣市における
中心市街地リフレッシュサポート事業
中心市街地個店魅力アップ事業 など

雇用の創出にも
つながる可能性

津島市：
https://www.city.tsushima.lg.jp/kurashi/sumaikenchiku/machidukuri/
tennoutownmeeting.html



施策②：SNSでの魅力発信
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目的

課題

たくさんの祭りや歴史ある文化財を若い世代にアピールし、来街者を増やす

提案概要

Instagram、TikTok、X、YouTubeなどの拡散力のあるSNSを活用して魅力の発信。
紹介動画やインタビュー投稿など写真や動画で「体験」が直感的に伝わる。

今あるSNS：Instagram、YouTube→他のSNSにも力をいれる！

津島市の魅力が若者に知られていない



具体的な運用例
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運用体制：学生によるチームを構成して管理
使用媒体：Instagram, TikTok, X, YouTube
指標：フォロワー数、再生回数、外部の反応・参加率

コンテンツ例
１.“空き店舗DIYチャレンジ”シリーズ
目的：若者が「自分もやってみたい！」と思える

               体験例を伝える

２.津島市が運営するイベントのPR
目的：多くの人に津島市に足を運ぶきっかけ作り

                        
3.“エモい”スポット×写真・動画投稿 
    目的： SNS映え・地域の自然や歴史を
              「青春感」で伝える

引用：つしまちあるきキャンペーン
    津島市公式ホームページ



まとめ
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津島市の課題

①進学や就職を機に市外に流出する若者が多い

➁空き家や空き店舗の増加により衰退した市街地を活性化させたい

③SNSなどを利用した情報発信がうまくできていない

そのための施策

①商店街の空き家や空き店舗を活用した施策により、中心市街の活性化を図る

➁SNSを活用して若者向けに市の魅力発信
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